
九
星
と
易
断
に
よ
る

十
二
月
・
一
月
の
運
勢

気
学
で
は
子
の
四
緑

十
二
月
七
日
（
大
雪
）
節
入

気
学
で
は
丑
の
三
碧

一
月
五
日
（
小
寒
）
節
入

「
師
走
の
風
」

本
年
を
回
顧
す
れ
ば
、
二

年
続
き
の
コ
ロ
ナ
禍
の
「
心

毒
」
に
当
て
ら
れ
た
惨
状
と
、

気
候
温
暖
化
の
脅
威
が
迫
り
、

国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約

締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）

で
は
、
石
炭
火
力
の
削
減
が

今
後
10
～
20
年
の
長
期
の
課

題
と
さ
れ
ま
し
た
。
台
風
に

豪
雨
、
洪
水
、
米
豪
の
山
火

事
、
ア
フ
リ
カ
の
干
天
な
ど
、

気
候
変
動
の
影
響
は
大
き
く

続
き
、
地
球
一
部
に
壊
滅
の

要
因
が
あ
る
と
決
定
づ
け
て

い
ま
す
。

中
筮
で
日
本
を
占
う
と
…
。

占
的
‐
日
本
の
気
候
変
動
に

つ
い
て
。

得
卦
‐
中
孚
之
夬

本
卦
‐
風
沢
中
孚

（
乾
坎
巽
兌
艮
震
）

之
卦
‐
沢
天
夬

占
考
‐
中
孚
で
気
温
上
昇
の

現
象
が
厳
し
く
、
台
風
は
巨

大
化
し
、
集
中
豪
雨
が
頻
繁

と
な
る
兆
し
。
夬
卦
で
は
ま

さ
し
く
天
災
の
驚
天
動
地
と

な
り
古
来
の
治
山
治
水
と
対

応
が
必
然
と
な
る
で
し
ょ
う
。

一
白
水
星
の
人
の
運
勢

十
二
月
‐
天
地
否
六
二

一
月
筮
‐
雷
火
豊
九
四

十
二
月
は
気
を
抜
か
ず
堅

実
処
理
。
急
ぐ
事
に
ろ
く
な

こ
と
な
い
。
月
半
ば
か
ら
順

調
。
家
庭
に
寄
り
添
う
悦
び
。

金
銭
は
細
か
く
、
体
の
疲
れ

を
取
れ
ば
暮
れ
安
全
。

一
月
は
苦
あ
れ
ば
楽
あ
り

の
精
神
で
臨
む
。
仕
事
は
骨

折
り
と
失
言
あ
り
。
親
子
の

愛
を
大
事
に
育
む
。
高
額
予

算
は
待
つ
。
足
腰
に
用
心
。

二
黒
土
星
の
人
の
運
勢

十
二
月
筮
‐
風
沢
中
孚
六
三

一
月
筮
‐
風
水
渙
九
二

十
二
月
は
和
や
か
さ
と
我

慢
で
乗
り
切
る
。
仕
事
は
驕

ら
ず
下
支
え
で
助
け
る
。
相

手
の
ミ
ス
に
今
は
知
ら
ぬ
ふ

り
。
家
庭
の
団
欒
が
幸
せ
。

年
末
始
末
無
事
終
わ
る
。

正
月
ム
ー
ド
は
爽
や
か
で

意
欲
あ
り
目
標
に
近
づ
く
。

仕
事
は
協
力
し
て
成
果
を
出

し
、
家
庭
の
安
ら
ぎ
は
愛
情

か
ら
生
ま
れ
る
。
旅
行
計
画

が
出
た
り
体
調
は
良
い
と
き
。

三
碧
木
星
の
人
の
運
勢

十
二
月
筮
‐
沢
風
大
過
上
六

一
月
筮
‐
水
地
比
初
六

十
二
月
は
多
忙
、
未
処
理

の
問
題
は
人
の
手
を
借
り
る
。

仕
事
は
邪
魔
が
入
る
が
筋
を

通
す
。
商
談
は
詰
め
が
甘
い
。

交
際
費
多
い
。
健
康
は
安
心
。

一
月
は
平
穏
無
事
。
安
全

に
過
ご
す
の
で
ゆ
っ
く
り
と

将
来
へ
の
布
石
打
つ
。
思
案

で
臨
む
。
良
き
習
慣
を
守
る
。

新
プ
ラ
ン
は
公
私
に
わ
た
る

改
善
策
と
な
る
。

四
緑
木
星
の
人
の
運
勢

十
二
月
筮
‐
水
雷
屯
九
五

一
月
筮
‐
山
風
蠱
初
六

十
二
月
の
運
気
は
停
滞
気

味
な
の
で
、
時
機
を
待
つ
。

信
頼
関
係
を
大
事
に
接
す
る
。

年
末
の
用
事
に
追
わ
れ
る
が

主
な
二
件
を
中
旬
に
済
ま
せ

る
。
体
力
あ
れ
ど
流
感
注
意
。

一
月
の
幕
開
け
は
平
和
。

新
プ
ラ
ン
は
資
格
や
免
許
の

習
得
な
ど
有
益
な
方
針
を
立

て
る
。
マ
ン
ネ
リ
の
改
善
。

実
力
ア
ッ
プ
と
意
欲
は
高
い
。

体
調
は
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
。

五
黄
土
星
の
人
の
運
勢

十
二
月
筮
‐
水
風
井
初
六

一
月
筮
‐
沢
火
革
九
三

十
二
月
は
例
年
通
り
の
風

景
。
従
来
通
り
繰
り
返
す
。

下
旬
順
調
、
追
い
込
み
策
が

利
く
。
仕
事
は
欲
が
出
て
来

年
回
し
。
金
運
変
わ
ら
ず
愛

情
は
温
か
い
。
誤
診
用
心
。

一
月
は
旧
を
一
新
し
た
い
。

仕
事
は
中
旬
多
い
が
利
は
薄

い
。
下
旬
は
何
で
も
油
断
し

な
い
。
文
書
類
は
キ
チ
ン
と

処
理
。
小
さ
な
喜
び
あ
り
。

六
白
金
星
の
人
の
運
勢

十
二
月
筮
‐
地
火
明
夷
六
四

一
月
筮
‐
巽
為
風
初
六

十
二
月
は
急
ぐ
用
事
を
先

に
決
め
る
。
上
旬
は
見
通
し

の
手
違
い
。
こ
だ
わ
り
を
捨

て
る
。
愛
は
小
さ
く
見
え
て

も
喜
び
大
。
目
立
た
な
い
報

酬
あ
り
。
暮
れ
は
足
腰
疲
れ
。

お
正
月
の
気
配
は
明
る
い

の
で
笑
い
が
出
る
。
仕
事
は

ス
ム
ー
ズ
で
活
気
が
出
て
ひ

と
安
心
。
親
切
さ
で
値
打
ち

光
る
。
長
期
的
な
視
野
を
持

つ
。
慢
性
病
に
気
を
つ
け
る
。

七
赤
金
星
の
人
の
運
勢

十
二
月
筮
‐
沢
山
咸
九
五

一
月
筮
‐
地
沢
臨
六
三

十
二
月
は
運
気
順
風
を
受

け
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
る
。

仕
事
は
利
害
得
失
を
考
え
る
。

物
事
を
甘
く
見
て
苦
戦
の
恐

れ
。
上
に
は
上
が
い
る
人
脈

作
り
を
。
コ
ロ
ナ
疲
れ
あ
り
。

一
月
は
活
気
が
あ
る
の
で

ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
く
。
誠

実
さ
が
評
価
さ
れ
る
。
何
事

も
早
め
に
手
を
打
つ
。
対
人

面
は
中
庸
を
守
り
本
業
を
維

持
。
体
調
は
良
好
の
と
き
。

八
白
土
星
の
人
の
運
勢

十
二
月
筮
‐
坎
為
水
上
六

一
月
筮
‐
火
水
未
済
九
四

十
二
月
は
大
胆
に
な
ら
ず

慎
重
に
進
め
る
。
暮
れ
の
用

事
に
は
気
遣
い
を
。
忙
し
い

割
に
は
実
利
少
な
い
。
家
庭

内
に
若
さ
が
響
く
が
金
銭
自

重
。
体
力
は
温
存
し
て
お
く
。

一
月
は
平
穏
な
気
配
で
過

ご
す
の
で
無
事
。
地
道
な
努

力
で
実
を
結
ぶ
。
笑
顔
が
出

る
新
年
。
金
運
に
ツ
キ
あ
り

暁
光
を
得
る
。
心
身
安
心
。

九
紫
火
星
の
人
の
運
勢

十
二
月
筮
‐
水
火
既
済
初
九

一
月
筮
‐
雷
沢
帰
妹
九
二

十
二
月
は
日
頃
の
ペ
ー
ス

で
現
状
維
持
。
仕
事
順
調
で

商
い
は
成
果
出
る
。
収
支
の

勘
定
は
落
ち
着
き
一
年
を
締

め
く
く
る
。
古
い
こ
と
に
こ

だ
わ
ら
ず
日
々
安
心
へ
の
道
。

一
月
は
い
ろ
い
ろ
と
煩
悩

あ
れ
ど
新
年
を
迎
え
て
安
心
。

実
力
と
過
信
し
な
い
で
平
和

を
図
る
。
心
機
一
転
の
気
配

生
ず
。
今
後
の
方
針
を
決
め
、

目
指
す
。
体
調
は
心
配
な
く
。
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河
野
有
泉

令
和
三
年
九
月
二
十
五
日

（
土
）
足
立
区
勤
労
福
祉
会

館
プ
ル
ミ
エ
に
て
定
期
例
会

が
緊
急
事
態
宣
言
の
中
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
第
一
部
田
中

奨
先
生
の
講
演
、
第
二
部
福

田
有
宵
先
生
の
「
世
相
ア
ラ

カ
ル
ト
」
と
題
し
て
の
講
演

で
す
。

福
田
会
長
か
ら
は
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
皆
様
の
御
参
加
に

よ
っ
て
例
会
を
続
け
ら
れ
る

こ
と
、
ま
た
『
有
宵
会
だ
よ

り
』
も
有
志
の
方
々
の
御
尽

力
に
よ
っ
て
発
行
で
き
る
こ

と
へ
の
感
謝
の
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

第
一
部

田
中
奨
先
生
の
お
話

「
神
社
に
つ
い
て
」

私
は
舞
台
、
コ
ン
サ
ー
ト

会
場
な
ど
で
照
明
を
す
る
会

社
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
福

田
先
生
の
御
指
導
を
仰
ぎ
な

が
ら
神
社
に
参
拝
を
続
け
て

お
り
ま
す
。

平
成
八
年
八
月
八
日
に
会

社
を
設
立
し
て
以
来
本
日
で

喪
中
を
除
き
、
四
千
四
百
二

十
二
日
と
な
り
ま
し
た
。

住
い
の
近
く
の
北
野
神
社

に
参
拝
し
、
地
方
に
行
っ
た

時
は
そ
の
土
地
の
神
社
に
お

詣
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま

す
。
三
千
日
く
ら
い
経
っ
た

時
、
先
生
に
「
何
か
得
た
も

の
が
あ
る
で
し
ょ
う
？
」
と

問
わ
れ
ま
し
た
。

正
直
良
く
解
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
う
言
え
ば
四
国

金
比
羅
神
社
参
拝
の
時
は
大

物
歌
手
の
二
回
の
デ
ィ
ナ
ー

シ
ョ
ー
の
合
間
を
縫
っ
て
の

お
詣
り
で
し
た
。
体
は
ボ
ロ

ボ
ロ
に
疲
れ
果
て
、
そ
の
上
、

金
比
羅
様
の
あ
の
階
段
で
す
。

雪
混
り
の
雨
に
ぐ
っ
し
ょ
り

濡
れ
、
ホ
テ
ル
に
着
く
と
飲

ん
だ
地
酒
も
効
い
て
倒
れ
る

よ
う
に
眠
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。次

の
本
番
が
始
ま
る
、
あ

わ
や
と
い
う
時
に
「
起
き
な

さ
い
！
」
と
い
う
声
で
飛
び

起
き
て
本
番
に
間
に
合
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
て
窮
地
を
救
わ

れ
た
こ
と
が
何
回
か
有
り
ま

し
た
。
こ
う
し
て
会
社
を
や

れ
て
る
事
が
神
様
に
守
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
証
だ

と
思
い
ま
す
。

「
先
生
と
の
出
会
い
」

先
生
と
の
出
会
い
は
息

子
の
命
名
の
時
で
、
「
男

の
子
だ
か
ら
女
の
子
の
名

前
は
一
つ
し
か
書
か
な
い

よ
。
」
と
お
っ
し
ゃ
り
、

後
は
全
部
男
の
名
で
し
た
。

若
い
頃
は
い
い
加
減
な
占

い
師
さ
ん
に
針
・
灸
を
や

れ
と
か
、
高
額
の
金
を
取

ら
れ
た
り
し
た
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
占
い
は
信
じ
ま
せ

ん
で
し
た
。

し
か
し
、
先
生
に
お
会
い

し
て
真
実
の
道
に
出
会
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。
私
の
家
で

は
、
福
田
先
生
の
お
名
前
が

出
な
い
日
は
有
り
ま
せ
ん
。

教
え
ら
れ
た
こ
と
を
守
っ
て

い
れ
ば
、
真
直
ぐ
に
生
き
て

い
ら
れ
る
。
自
分
の
人
生
で

先
生
が
す
べ
て
で
す
。

そ
し
て
三
十
年
前
に
、
先

生
か
ら
「
カ
ッ
と
し
な
い
。
」

「
拘
ら
な
い
。
」
「
気
に
し

な
い
。
」
と
教
え
ら
れ
ま
し

た
。
中
々
で
き
ま
せ
ん
が
、

人
と
し
て
一
番
大
事
な
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
先
生
の
易
」

先
生
の
易
は
素
晴
ら
し
く
、

語
り
出
し
た
ら
き
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
る
現
場
で
新
型

ウ
イ
ル
ス
の
抗
体
検
査
が
陽

性
と
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
仕
事
に
穴
を
開

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ど
う
し
た
も
の
か
…
…
。

早
速
先
生
に
相
談
し
ま
す

と
、
「
陽
性
で
な
い
か
ら
大

丈
夫
！
」
と
言
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
は
た
し
て
会
場

に
戻
っ
て
も
う
一
度
検
査
を

す
る
と
、
陰
性
で
し
た
。

先
生
の
易
は
外
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
そ
し
て
今
」

仕
事
柄
、
マ

ス
コ
ミ
や
芸
能

界
と
関
わ
り
が

有
り
、
そ
の
世

界
の
表
と
裏
を

見
て
き
ま
し
た
。

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
の
力
、
レ
コ
ー

ド
大
賞
の
裏
事

情
、
震
災
時
の

某
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
の
行
動
、
偽

装
結
婚
、
芸
能

人
、
政
治
家
の
裏
の
顔
な
ど

…
…
、
世
の
中
は
嘘
と
出
鱈

目
ば
か
り
と
思
え
て
き
ま
す

（
こ
の
話
は
も
っ
と
具
体
的

な
内
容
で
し
た
が
書
面
で
は

控
え
ま
す
。
）

現
在
、
コ

ロ
ナ
禍
で
仕
事
は
ゼ
ロ
で
す
。

借
金
も
二
億
に
膨
れ
上
が
っ

て
い
ま
す
が
、
先
生
の
「
潰

れ
無
い
か
ら
大
丈
夫
！
」
と

い
う
お
言
葉
で
前
を
向
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
先
生
と
お

会
い
し
て
自
分
の
人
生
を
逃

げ
な
い
で
受
け
入
れ
、
自
信

を
持
っ
て
生
き
て
い
ら
れ
る

様
に
な
り
ま
し
た
。

社
員
を
守
り
、
真
面
目
で
正

直
に
生
き
て
い
ま
す
。

今
は
検
見
川
神
社
が
大
好

き
で
す
。
好
き
で
や
っ
て
い

る
の
で
雪
の
日
も
日
照
り
の

日
も
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
ろ

う
と
も
た
だ
ひ
た
す
ら
に
お

詣
り
を
続
け
て
行
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

第
二
部

世
相
ア
ラ
カ
ル
ト

福
田
有
宵

商
人
に
は
「
商
人
道
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

損
を
し
た
時
に
何
を
得
る

か
？

と
い
う
こ
と
で
す
。

田
中
先
生
の
お
話
か
ら
何
を

気
付
け
た
か
？
と
い
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

「
信
仰
に
つ
い
て
」

北
野
神
社
の
御
縁
は
平
成
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二
十
一
年
北
西
一
白
方
向
で
、

一
白
の
象
意
で
結
ば
れ
ま
し

た
。
一
白
の
信
仰
は
こ
の
神

社
を
信
じ
て
御
利
益
が
す
ぐ

現
わ
れ
な
く
て
も
続
け
て
信

仰
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。北

西
と
一
白
は
相
生
で
す

が
、
相
剋
の
場
合
は
色
々
な

目
に
遭
わ
さ
れ
ま
す
。
現
象

は
三
日
、
三
ヶ
月
、
三
年
で

現
わ
れ
、
そ
の
間
は
修
行
の

時
期
で
す
。

気
学
で
は
信
仰
は
乾
宮
、

艮
宮
、
離
宮
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
「
祖
先
を
敬
う
」
「
肉

体
と
魂
を
埋
葬
す
る
」
「
魂
、

精
神
を
祀
る
」
な
ど
の
意
味

が
あ
り
ま
す
。
信
仰
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
か
ら
「
人
で
あ

る
」
と
も
言
え
ま
す
。
一
つ

の
型
に
当
て
は
め
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
実
例
」

電
話
鑑
定
で
の
相
談
で
す
。

■
友
人
に
貸
し
た
二
千
八

百
万
返
し
て
も
ら
え
る
か
？

水
天
需

六
四

「
需
」
は
待
つ
卦
で
す
。

お
金
が
無
い
卦
で
す
。
内
卦

の
お
金
は
動
き
ま
せ
ん
。
外

卦
の
坎
か
ら
法
的
処
理
を
し

な
い
と
ス
ッ
キ
リ
し
な
い
。

二
人
の
間
に
は
言
う
に
言
わ

れ
ぬ
問
題
が
有
り
ま
す
。
急

い
で
も
ぎ
取
る
よ
う
に
返
し

て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

急
ぐ
と
「
夬
」
に
な
り
減
額

し
て
し
ま
い
ま
す
。

■
夫
が
亡
く
な
っ
て
数
年

仏
界
で
の
様
子
は
？

兌
為
沢

九
五

私
は
こ
の
問
題
は
非
常
に

興
味
が
あ
り
易
が
天
界
の
こ

と
を
ど
こ
ま
で
解
る
か
？
を

研
究
し
て
い
ま
す
。
五
爻

「
孚
于
剝
」
は
正
し
く
肉
体

が
亡
び
魂
の
世
界
で
す
。
現

世
の
姿
は
食
べ
る
こ
と
が
好

き
で
食
事
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
出
世
な
ど
は
八
分
で

い
い
と
生
き
て
い
た
方
で
す
。

現
世
の
姿
を
参
考
に
し
な
が

ら
仏
界
の
姿
を
お
話
し
た
ら

良
い
で
し
ょ
う
。

■
重
度
の
身
障
の
娘
を
世

話
し
て
い
る
母
親
か
ら
の

相
談
で
す
。
立
派
な
方
で

愚
痴
一
つ
言
い
ま
せ
ん
。

今
回
は
百
二
才
の
父
の
健

康
に
つ
い
て
で
す
。

沢
火
革

九
三

「
革
」
で
父
親
は
一
生
懸
命

生
き
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
し
っ
か
り
し
て
い
る
し
、

ケ
ガ
も
大
丈
夫
で
し
ょ
う
。

味
覚
が
変
わ
っ
た
り
、
皮
膚

が
変
わ
っ
た
り
す
る
の
で
、

痒
み
の
で
た
場
所
を
聞
く
こ

と
も
大
切
で
す
。

健
康
の
場
合
は
、
排
便
・

睡
眠
・
食
欲
。
こ
の
三
つ
が

重
要
で
す
。

■
古
い
家
で
何
処
か
ら
水

が
漏
れ
た
か
？

沢
水
困

六
三

天
地
否
か
ら
北
西
の
屋
根

の
一
部
が
欠
け
、
家
の
中
間

部
に
漏
れ
が
出
て
い
ま
す
。

■
四
国
に
い
る
母
は
元
気

で
い
る
か
？

水
風
井

九
五

九
四
才
の
母
は
ホ
ー
ム
で

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

嫁
、
姑
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

介
護
は
一
人
に
対
し
て
二
人

の
人
手
が
必
要
で
す
。
五
爻

は
飲
め
る
水
で
す
（
こ
の
時
、

ス
マ
ホ
の
着
メ
ロ
が
会
場
に

鳴
り
響
き
ま
し
た
）
。

こ
の
話
の
途
中
で
リ
ズ
ム

感
の
有
る
音
が
鳴
っ
た
と
い

う
こ
と
は
、
母
親
は
大
丈
夫

と
み
ま
す
。
五
感
を
研
ぎ
澄

し
て
起
る
現
象
を
キ
ャ
ッ
チ

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

母
は
足
を
曲
げ
、
左
に
顔

を
向
け
て
横
に
な
っ
て
い
ま

す
。
腎
臓
系
は
丈
夫
で
す
が
、

こ
こ
五
年
位
で
弱
く
な
っ
て

い
ま
す
。
頻
尿
型
で
す
。

昔
は
畜
生
の
占
い
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
は
ペ
ッ
ト

ブ
ー
ム
で
家
族
の
一
員
と
な

り
、
病
気
の
手
当
も
人
間
並

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
非
人

情
に
は
で
き
な
い
。
命
に
係

わ
る
こ
と
は
必
死
の
想
い
が

あ
り
ま
す
。
少
々
行
き
過
ぎ

の
感
も
あ
り
ま
す
が
、
易
は

そ
の
人
の
心
配
事
に
答
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
出
さ

れ
た
卦
は
一
つ
で
も
、
一
人

一
人
に
適
切
な
答
え
を
出
し

て
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

体
験
談
を
聞
い
た
り
、
実
践

し
た
り
修
行
を
積
ん
で
学
ん

で
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

田
中
先
生
、
福
田
先
生
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
は
短
か
く
ま
と
め
て
要

点
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
実

際
は
内
容
豊
か
で
、
会
場
で

聞
い
て
頂
く
事
が
何
よ
り
だ

と
思
い
ま
し
た
。

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信
】

◎
賛
助
金
ご
報
告

次
の
か
た
が
た
よ
り
、
有

宵
会
活
動
賛
助
の
ご
寄
付
を

賜
り
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
の

ご
厚
情
に
心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

＊
令
和
三
年
十
一
月
十
九
日

現
在
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

美
馬
朋
子

高
田
玲
照

伊
藤
璃
香

阿
部
治

泰
山
林
翰

金
原
玄
周

今
中
陽
子

山
内
視
保
子

匿
名
希
望
一
名

＊
本
掲
載
は
前
後
す
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
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◆
次
回
・
行
事
予
定

■
岩
槻
大
師
彌
勒
密
寺

奉
仕
鑑
定
会
（
さ
い
た

ま
市
岩
槻
区
）

◎
令
和
四
年
一
月
一
日

～
一
月
三
日

＊
ご
出
演
は
、
昨
年
度
と
同

じ
先
生
方
に
ご
協
力
を
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

■
《
募
集
》
足
立
区
勤

労
福
祉
会
館

『
展
覧
会
』

内
、
奉
仕
鑑
定
会

◎
令
和
四
年
二
月
十
九

日
（
土
）

・
場
所
：
足
立
区
勤
労
福
祉

会
館
（
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
）
一

階
展
示
ロ
ビ
ー
予
定

足
立
区
勤
労
福
祉
会
館
様

が
主
催
す
る
『
展
覧
会
』
が

二
年
半
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前
回

ご
参
加
を
い
た
だ
い
た
先
生

方
の
ご
尽
力
も
あ
り
、
今
回

も
主
催
者
側
か
ら
熱
心
な
出

演
オ
フ
ァ
ー
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
足
立
区
周
辺
に
お
住

い
の
皆
様
か
ら
の
ご
依
頼
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
を

お
受
け
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
鑑
定
会

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
先
生

方
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

・
募
集
内
容
：
五
人
～
六
名

程
度
、
鑑
定
歴
・
占
法
は
不

問
で
す
。

ご
応
募
は
、
福
田
有
宵
先

生
、
事
務
局

八
川
ま
で
ご
一

報
く
だ
さ
い
。

■
『
検
見
川
神
社
様

禊

行
』
に
関
す
る
お
知
ら

せ
検
見
川
神
社
様
の
ご
指
導

に
よ
る
禊
行
の
実
施
時
期
は
、

令
和
四
年
の
五
月
～
六
月
頃

で
の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
令
和
四
年
一
月
と

三
月
の
有
宵
会
例
会
で
は
、

神
道
行
法
指
導
員
の
資
格
を

お
持
ち
で
あ
る
、
検
見
川
神

社

水
谷
智
賢
先
生
を
お
招
き

し
、
神
職
様
と
同
じ
ご
指
導

内
容
の
ご
講
義
を
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

禊
行
に
関
す
る
知
識
は
、

普
段
の
暮
ら
し
や
社
会
生
活

の
中
で
も
応
用
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
開
運
法
に
つ
な

が
る
方
法
で
も
あ
り
ま
す
。

禊
行
に
参
加
を
希
望
す
る

か
た
だ
け
で
な
く
、
皆
様
に

と
っ
て
大
変
役
に
立
つ
内
容

と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
多

く
の
か
た
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
事
務
局
だ
よ
り
】

■
次
回
例
会
の
ご
案
内

◎
日
時
／
令
和
四
年

一
月
二
十
九
日
（
土
）

・
時
間
：
午
後
一
時
十
五
分

～
五
時

・
場
所
：
足
立
区
勤
労
福
祉

会
館
（
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
）
第

一
ホ
ー
ル

・
講
演
内
容
：
「
新
年
を
迎

え
て
の
御
挨
拶
」
福
田
有
宵

先
生
、
佐
藤
宗
昡
先
生

・
検
見
川
神
社

水
谷
智
賢
先

生
よ
り
「
禊
行
法
」
の
ご
指

導＊
今
後
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
よ
り
、

例
会
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
内
容

は
、
直
前
に
変
更
・
中
止
と

な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

各
種
情
報
は
、
有
宵
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
も
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
【
再
掲
】
有
宵
会
例

会
・
議
事
録
内
容
変
更

に
つ
い
て

有
宵
会
例
会
の
講
演
内
容

に
つ
い
て
、
長
ら
く
テ
ー
プ

起
こ
し
形
式
で
ご
報
告
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た
が
、
今
年
度

の
七
月
か
ら
は
、
記
録
担
当

者
の
判
断
に
よ
る
、
主
要
な

部
分
の
み
に
絞
っ
た
ご
報
告

内
容
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
【
再
掲
】
《
募
集
中
》

占
例
、
体
験
談
等
募
集

の
ご
案
内

有
宵
会
で
は
、
占
例
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ご
自
身
の

様
々
な
体
験
談
を
ジ
ャ
ン
ル

問
わ
ず
随
時
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
外
出
が
思
う
よ
う
に

出
来
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、

原
稿
執
筆
と
い
う
形
で
の
活

動
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
お

家
時
間
を
有
効
活
用
し
、
ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

希
望
者
は
、
福
田
有
宵
先

生
、
佐
藤
宗
昡
先
生
、
牧
亜

津
子
先
生
、
事
務
局
八
川
林

加
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
令
和
三
年
九
月
度
例

会
参
加
者

九
月
度
の
例
会
は
、
四
十

七
名
の
か
た
が
ご
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
（
懇
親
会
は
中
止
）

【
編
集
後
記
】

コ
ロ
ナ
禍
二
年
目
の
今
年

も
、
あ
と
十
二
月
を
残
す
と

こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
世
界

中
の
多
く
の
人
々
や
職
種
が
、

社
会
的
、
経
済
的
に
厳
し
い

状
況
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
テ
レ
ワ
ー
ク
と
い

う
新
し
い
働
き
方
や
「
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
」
「
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
」
な
ど
、
生
活
の
中

に
急
速
な
デ
ジ
タ
ル
化
を
促

進
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
時
代
の

節
目
と
い
う
言
葉
で
表
現
す

る
か
た
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

最
近
、
あ
る
デ
ィ
ベ
ー
ト

に
参
加
し
た
時
の
こ
と
で
す
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
と
は
、
あ
る
論

題
に
つ
い
て
異
な
る
立
場
に

分
か
れ
て
議
論
（
肯
定
派
、

否
定
派
な
ど
）
を
す
る
会
議

の
こ
と
で
す
。

討
論
の
中
で
、
「
『
振
り

返
り
』
と
は
、
出
来
な
か
っ

た
こ
と
や
失
く
し
た
も
の
を

数
え
て
悔
や
む
こ
と
で
は
な

く
、
他
に
ど
の
よ
う
な
手
が

打
て
た
か
、
を
考
え
る
こ
と

で
あ
る
。
」
と
い
う
意
見
を

さ
れ
た
方
が
お
ら
れ
、
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
方
に
、
普
段
心
が
け
て
い

る
こ
と
を
お
聞
き
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
左
の
囲
み

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
年
も
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
新
し

い
年
に
は
、
再
び
多
く
の
か

た
と
再
会
が
で
き
ま
す
こ
と

を

心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。
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心
が
変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ
る
。

行
動
が
変
わ
れ
ば
習
慣
が
変
わ
る
。

習
慣
が
変
わ
れ
ば
人
格
が
変
わ
る
。

人
格
が
変
わ
れ
ば
運
命
が
変
わ
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
（
ア
メ
リ
カ
）

哲
学
者
、
心
理
学
者



事
務
局
長

八
川
林
加
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